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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、
当
協
会
が
管
理
す
る
「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
」
に
お

い
て
も
県
営
の
大
規
模
接
種
会
場
が
設
置
さ
れ
、
連
日
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
県
民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
及
び
清
風
園
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
高
齢

の
利
用
者
と
、
「
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
」
と
し
て
全
職
員
を

対
象
と
し
た
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
感
染
力
の
強
い
変
異
株
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
い
つ
ど
こ
で
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
の
中
、
こ
れ
ま
で
、
職
員
、
利
用
者
に
感
染
者
が
発
生
せ
ず
、

施
設
内
感
染
な
ど
の
事
態
が
避
け
ら
れ
た
の
は
、
職
員
の
皆
様
の

努
力
と
利
用
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や
そ
れ
以
外
の
方
が
対
象
と

な
っ
て
き
ま
す
が
、
知
的
障
害
も
基
礎
疾
患
の
対
象
と
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
順
次
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

去
る
六
月
五
日
（
土
）
、
「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
」
健
康
づ
く
り

Ｄ
ａ
ｙ
に
お
け
る
講
演
会
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
」

の
中
で
、
「
ワ
ク
チ
ン
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
か
ら
安
全
と
は
限
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
故
な
ら
体
に
影
響
は
な
く
て
済
む
、

と
い
う
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
を
ワ
ク
チ
ン
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の

で
す
。

　

す
で
に
、
国
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
。
先
が
見

え
ず
、
晴
々
と
し
な
い
我
慢
の
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
世
の
中
全

体
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
引
き
続
き
万
全
の
感
染
対

策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
　
事
　
長
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四
十
名
の
施
設
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
及
び

生
活
介
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
重

度
・
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

日
常
生
活
の
維
持
向
上
を
図
る
生
活
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
定
員
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
給
食
・
作
業
棟
は
、
毎
食
二
百
食
以

上
の
利
用
者
の
食
事
を
作
る
給
食
棟
と
就
労
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
作
業
棟
が
、
通
路
を

挟
ん
で
一
体
と
な
っ
た
棟
で
す
。

　

給
食
棟
で
は
、
温
か
い
食
事
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
、
運
搬
を
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
棟
で
は
、
洗
濯
・
菓
子
製
造
・
受

託
加
工
を
行
う
各
エ
リ
ア
を
設
け
、
就
労
系

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
各
棟
と
も
、

生
産
性
を
高
め
る
た
め
、
必
要
な
機
材
の
多
く

を
更
新
し
、
動
線
も
見
直
し
ま
し
た
。

　

新
施
設
で

は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染

拡
大
防
止
対

策
の
た
め
、

利
用
者
の
ご

家
族
に
さ
え
、

お
披
露
目
で

き
な
い
状
況

で
す
。
近
い

将
来
、
多
く

の
皆
さ
ん
に

ご
覧
に
な
っ

て
い
た
だ
け

る
日
が
来
る

こ
と
を
期
待

し
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
建
替
整
備
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
全
て
の
方
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

旧　組　織 新　組　織

（施行日：令和３年４月１日）

管理部
総務企画課

➡

管理部
総務企画グループ

相談援助課 相談援助グループ

生活
支援部

支援一課
生活
支援部

介護支援グループ
支援二課 療養支援グループ支援三課

行動支援グループ支援四課
自活
支援部

児童課 自立就労
支援部

自立支援グループ
就労支援課 就労支援グループ

障がい者支援センターふれあい 障がい者支援センターふれあい

　

令
和
三
年
四
月
、
桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
は
桜
色

の
新
施
設
に
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
多
く
の
利
用
者
が
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
施
設
で
は
、
法
の
基
準
を
満
た
す
だ
け
で

は
な
く
、
当
施
設
の
利
用
者
の
状
況
等
に
配
慮

し
、
利
用
者
の
安
全
安
心
を
確
保
で
き
る
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
体
系
を
、
こ
れ
ま
で
の
六
課
体

制
か
ら
障
害
の
特
徴
に
応
じ
て
五
グ
ル
ー
プ

（
以
下
「
グ
ル
ー
プ
」
を
「
Ｇ
」
と
表
記
）
に

再
編
し
、
さ
ら
に
組
織
名
も
、
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
名
称
に
設
定
し
ま

し
た
。
（
詳
細
は
下
図
参
照
）

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
新
施
設
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

新
施
設
は
、
建
屋
は
居
住
棟
四
棟
、
給
食
・

作
業
棟
、
管
理
棟
の
合
計
六
棟
あ
り
、
「
ふ
れ

あ
い
通
り
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
」
と
呼
ば
れ
る

大
屋
根
の
あ
る
通
路
で
各
棟
が
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
各
棟

へ
の
ア
ク
セ

ス
が
容
易
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　

各
居
住
棟

に
共
通
す
る

主
な
特
徴
は
、

利
用
者
の
安

全
安
心
を
確

保
す
る
た
め

の
耐
震
化
・

バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー

を
確
保
す
る

た
め
の
個
室

化
、
障
害
特

性
を
踏
ま
え

た
支
援
を
行

う
た
め
の
ユ

ニ
ッ
ト
化
で

す
。
ま
た
細

や
か
な
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
支
援
員
室
・

医
務
室
・
相
談
室
・
機
能
訓
練
等
を
行
う
諸
室

を
各
居
住
棟
に
配
置
し
た
ほ
か
、
職
員
間
の
連

携
が
容
易
と
な
る
よ
う
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

居
住
棟
は
、
ふ
れ
あ
い
通
り
を
挟
ん
で
、
北

側
に
生
活
支
援
部
の
生
活
Ａ
棟
（
二
階
建
て
）

と
Ｂ
棟
、
南
側
に
自
立
就
労
支
援
部
の
自
立
棟

と
就
労
棟
が

あ
り
ま
す
。

　

生
活
支
援

部
の
各
棟
に

つ
い
て
は
、

生
活
Ａ
棟
一

階
が
「
介
護

支
援
Ｇ
」、二

階
が「
療
養

支
援
Ｇ
」、生

活
Ｂ
棟
が

「
行
動
支
援

Ｇ
」
で
す
。

　

介
護
支
援

Ｇ
は
、
桜
ふ

れ
あ
い
の
郷

で
は
最
も
規

模
が
大
き
く
、

入
所
定
員
が

六
十
名
の
施

設
で
す
。
高

齢
な
ど
を
理

由
に
介
護
が

必
要
な
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

療
養
支
援
Ｇ
は
、
入
所
定
員
三
十
五
名
の
施

設
で
、
健
康
面
で
配
慮
が
必
要
な
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
医
療
的
な
配
慮
及
び
療
養
に
適
し

た
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
生
活
Ａ
棟
の
二
グ
ル
ー
プ
に
は
機
械

浴
が
設
置
さ
れ
、
利
用
者
の
安
全
に
特
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　

行
動
支
援
Ｇ
は
、
入
所
定
員
三
十
五
名
の
施

設
で
、
自
閉
症
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
の
調
整

が
特
に
必
要
な
利
用
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
特
性
及
び
利
用
者
相
互
の
相
性
に
着

目
し
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
援
を

行
う
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
構
成
（
六
ユ
ニ
ッ
ト
）

と
し
ま
し
た
。

　

自
立
就
労
支
援
部
で
あ
る
自
立
棟
「
自
立
支

援
Ｇ
」
は
、
入
所
定
員
十
五
名
の
福
祉
型
障
害

児
入
所
施
設
を
本
体
施
設
と
し
、
障
害
者
支

援
施
設
（
定
員
十
五
名
）
を
併
設
施
設
と
し
て
、

児
者
の
居
住
空
間
を
明
確
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
障
害
児
入
所
施
設
は
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
で
成
長
期
の
発
達
を
支
援
で
き
る
よ
う
五
名

単
位
の
ユ
ニ
ッ
ト
構
成
（
三
ユ
ニ
ッ
ト
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
棟
「
就
労
支
援
Ｇ
」
は
、
入
所
定
員

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷 

新
施
設
の
開
所
に
つ
い
て

ふれあい通り

機械浴

自立ユニット食事の様子
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Ⅰ　

事
業
運
営
方
針

　

令
和
三
年
度
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
四
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
計
画
で
あ
る
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

基
本
計
画（
三
期
計
画
）の
四
年
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

同
計
画
の
仕
上
げ
に
向
け
て
、
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の

着
実
な
推
進
に
努
め
る
。

　

最
大
の
事
業
で
あ
る
桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
建
替
整
備

に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
二
月
一
日
に
竣
工
し
、
四
月

か
ら
新
し
い
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
始
ま
る
。
新

施
設
で
の
利
用
者
支
援
体
制
を
早
期
に
確
立
し
、
よ
り

一
層
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
施
設
の
建
替
整
備
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
障

が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
は
、
適
地

を
確
保
し
次
第
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

人
材
の
確
保
及
び
職
員
の
資
質
向
上
の
面
か
ら
課
題

と
な
っ
て
い
た
給
与
制
度
の
見
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
度
内
に
新
た
な

人
事
管
理
制
度
を
構
築
し
た
。
令
和
三
年
度
か
ら
運
用

を
開
始
し
、
同
制
度
の
定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
日
本

国
内
に
お
い
て
も
変
異
種
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
や
ワ

ク
チ
ン
等
の
普
及
の
見
通
し
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
等

か
ら
長
期
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
施
設
等
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続

き
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
と
感
染
者
発
生
時
の
対
応
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
利
用
者
や
職
員
の
検
査
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

と
ち
ぎ
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
換
気
や
消
毒
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
安
全
な
利
用
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。
と
ち
ぎ
生

き
が
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四

月
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
大
学
校
の
再
開
を
見
込
み
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
な
ど
感
染
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

図
っ
て
い
く
。
県
か
ら
の
受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
感
染
防
止
対
策
に
留
意
し
て

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

Ⅱ　

重
点
事
項

　

令
和
三
年
度
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
む
。

一�　

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
新
施
設
に
お
け
る
利
用
者
支
援

体
制
の
早
期
確
立

　

新
施
設
に
お
け
る
支
援
体
制
を
早
期
に
確
立
し
、
建

替
整
備
計
画
に
お
い
て
目
指
し
た
安
全
安
心
で
質
の
高

い
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
。

ま
た
、
令
和
二
年
度
に
設
計
が
完
了
し
た
既
存
施
設
の

解
体
工
事
に
着
手
す
る
。

二　

新
た
な
人
事
管
理
制
度
の
実
効
性
の
あ
る
運
用

　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
等
級
制
度
や
給
与
制
度
等
に
つ
い
て

は
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
運
用
し
て
い
く
。

　

人
事
考
課
制
度
や
人
材
確
保
、
育
成
制
度
に
つ
い
て

も
令
和
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
具
体

的
方
策
を
講
じ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

三�　

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
建
替
整
備
事

業
の
推
進

　

新
た
な
敷
地
へ
移
転
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
障
が
い

者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
は
、
適
地
を
確

保
し
次
第
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
同
一
敷
地
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
も
併
せ
て
移
転
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

四　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

引
き
続
き
、
体
温
測
定
や
消
毒
等
の
日
常
的
な
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
感
染
防
護
具
等
の

感
染
症
対
策
物
品
の
確
保
、
感
染
症
対
策
研
修
の
実
施
、

利
用
者
や
職
員
へ
の
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
適
切

な
対
応
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
リ
モ
ー
ト
会
議
の
実
施

体
制
の
整
備
及
び
活
用
を
図
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
、
委
託
事
業
に
お
い
て
は
、
県
等

の
対
応
方
針
に
基
づ
き
迅
速
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
事
業
実
施
体

制
を
整
備
す
る
。

令
和
三
年
度

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
事
業
計
画

令和３年度とちぎ健康福祉協会資金収支予算
自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日

（単位：千円）

勘　定　科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減（△）

事

�

業

�

活

�

動

�

に

�

よ

�

る

�

収

�

支

収

入

170
児 童 福 祉 事 業 収 入 180,079 150,701 29,378
190
保 育 事 業 収 入 216,971 207,167 9,804
220
就 労 支 援 事 業 収 入 24,870 31,917 △�7,047
250
障害福祉サービス等事業収入 1,722,996 1,627,212 95,784
320
指 定 管 理 者 事 業 収 入 555,299 560,035 △�4,736
350
高齢者生きがいづくり支援事業収入 96,884 106,485 △�9,601
380
法 人 本 部 収 入 21,491 30,913 △�9,422
383
借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 11 13 △�2
385
経 常 経 費 寄 附 金 収 入 9 9 0
389
受 取 利 息 配 当 金 収 入 1,361 1,306 55
399
そ の 他 の 収 入 34,578 50,424 △�15,846

事 業 活 動 収 入 計　 ⑴ 2,854,549 2,766,182 88,367

支

出

500
人 件 費 支 出 1,778,160 1,724,144 54,016
550
事 業 費 支 出 456,231 494,734 △�38,503
590
事 務 費 支 出 485,678 524,424 △�38,746
630
就 労 支 援 事 業 支 出 24,729 31,594 △�6,865
667
支 払 利 息 支 出 3,748 5,077 △�1,329
677
そ の 他 の 支 出 3,867 4,278 △�411

事 業活動支出計　⑵　　　 2,752,413 2,784,251 △�31,838

事業活動資金収支差額　⑶=⑴－⑵ 102,136 △�18,069 120,205

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

412
施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 2 350,000 △�349,998
420
設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 770,000 △�770,000
422
固 定 資 産 売 却 収 入 0 250 △�250

施設整備等収入計　⑷　　　 2 1,120,250 △�1,120,248

支

出

690
設備資金借入金元金償還支出 37,940 20,184 17,756
692
固 定 資 産 取 得 支 出 19,311 3,205,407 △�3,186,096
700
固 定 資 産 除 去・ 廃 棄 支 出 444,271 0 444,271
702
ファイナンス・リース債務の返済支出 9,593 11,700 △�2,107

施設整備等支出計　⑸　　　 511,115 3,237,291 △�2,726,176
施 設 整 備 等 資 金 収
支 差 額 � ⑹ = ⑷ － ⑸ △�511,113 △�2,117,041 1,605,928

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

459
積 立 資 産 取 崩 収 入 513,722 2,573,529 △�2,059,807
442
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 51,647 49,462 2,185
444
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 653,933 1,828,890 △�1,174,957
446
サービス区分間繰入金収入 13,791 10,807 2,984
779
長 期 前 払 費 用 収 入 97 97 0

その他の活動収入計　⑺ 1,233,190 4,462,785 △�3,229,595

支

出

744
積 立 資 産 支 出 104,425 427,168 △�322,743
726
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 51,647 49,462 2,185
728
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 653,933 1,828,890 △�1,174,957
730
サービス区分間繰入金支出 13,791 10,807 2,984
762
そ の 他 の活動による支出 6,999 6,335 664
781
長 期 前 払 費 用 支 出 2,583 0 2,583

そ の 他 の 活 動 支 出 計　 ⑻ 833,378 2,322,662 △�1,489,284
その他の活動資金収支差額
　　　　　　　　　　　⑼=⑺－⑻ 399,812 2,140,123 △�1,740,311

予　　備　　費　　支　　出�　⑽ 53,500 44,500 9,000
当 期 資 金 収 支 差 額 合 計　

⑾=⑶ +⑹ +⑼－⑽ △�62,665 △�39,487 △�23,178

前 期 末 支 払 資 金 残 高　⑿ 769,346 702,277 67,069

当 期 末 支 払 資 金 残 高　⑾＋⑿ 706,681 662,790 43,891
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とちぎ健康福祉協会役員名簿　　　　（令和３年７月１日現在）

理　事 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属

冨田　哲夫 とちぎ健康福祉協会 理 事 長

大塚　崇央 とちぎ健康福祉協会 常務理事総務福祉部長

松村　　誠 とちぎ健康福祉協会 常務理事生きがい健康部長

小室　隆雄 とちぎ健康福祉協会 総務福祉部次長兼総務課長

阿久津　真 とちぎ健康福祉協会 桜 ふ れ あ い の 郷 所 長

植木　浩子 とちぎ健康福祉協会 宝 木 保 育 園 長

監　事 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属

篠﨑　直樹 栃木県国民健康保険団体連合会　常務理事

増山　雄貴 増山公認会計士事務所　公認会計士・税理士

評　議　員 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属

関根　房三 栃 木 県 社 会 福 祉 協 議 会 会 長

前川　昭一 栃 木 県 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長

麦倉　仁巳 栃木県身体障害者団体連絡協議会 会 長

日向野文代 栃木県民生委員児童委員協議会 会 長

佐護　　操 栃 木 県 手 を つ な ぐ 育 成 会 副 会 長

浜野　　修 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会 会 長

星野　雄一 栃木県立リハビリテーションセンター 理事長兼所長

苦
情
解
決
に
つ
い
て

　

当
協
会
が
設
置
運
営
す
る
児
童
福
祉
施
設
及
び
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る

令
和
二
年
度
の
苦
情
受
付
と
そ
の
解
決
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
の
満
足
度

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
信
頼
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

苦
情
解
決
に
つ
い
て

令和２年度苦情解決の実施状況報告書
１　苦情申し出の状況　　　　　　　　　　　　　　　２　苦情解決の状況

苦情受付件数
宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園 小　

計

合　

計
苦情受付件数

宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園 小　

計

合　

計本人 家族等 本人 家族等 本人 家族等 苦 情 解 決
責任者が解決

苦 情 解 決
責任者が解決

苦 情 解 決
責任者が解決

サービスの
内容に関す
ること

言葉遣い・態度 2 1 3

4
サービスの
内容に関す
ること

言葉遣い・態度 2 1 3

4
支援・介護技術 支援・介護技術
虐待・体罰 虐待・体罰
その他 1 1 その他 1 1

個人の嗜
好・選択に
関すること

設備・備品

1
個人の嗜
好・選択に
関すること

設備・備品

1
食事 食事
趣味・娯楽 趣味・娯楽
その他 １ 1 その他 １ 1

その他 1 1 1 その他 1 1 1
小　　　　　計 2 1 3

6
小　　　　　計 2 1 3

6
合　　　　　計 2 1 3 合　　　　　計 2 1 3

３　第三者委員との連携について
⑴　第三者委員との連絡会議実施状況

わかくさ 宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園
第三者委員と
施設の連絡会
議等

実施している 定期 連絡会議を合同で年１回開催 連絡会議を合同で年１回開催
随時 虐待防止委員会（年2回） 権利擁護委員会(年2回）

実施していない
第三者委員と
利用者の連絡
会議

実施している 定期
随時

実施していない ○ ○ ○ ○

⑵　第三者委員との連絡会議実施状況
わかくさ 宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園

実施している
定期 連絡会議と同時 連絡会議と同時
随時 ○
報告内容 全て ○ ○ ○ ○

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
行

動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
男
女
と
も
に
働
き
や

す
く
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画

　

男
女
と
も
に
、
希
望
や
能
力
、
あ
る
い
は
子
育
て
や

介
護
等
と
い
っ
た
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
働
き
方
が
選

択
で
き
、
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
長
く
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
行
動
計
画
を
策

定
す
る
。

１　

計
画
期
間

　
　

２
０
２
１
年
４
月
１
日
～
２
０
２
６
年
３
月
31
日

２　

目
標
と
取
組
内
容
・
実
施
時
期

　

目
標
１
：
専
門
職
３
級
以
上
の
職
階
へ
昇
進
す
る

　

職
員
の
う
ち
、
女
性
の
割
合
を
50
％
以
上
と
す
る
。

〈
取
組
内
容
〉

　

２
０
２
１
年
６
月
～　

�

等
級
要
件
（
職
責
、
職
務
内
容
、
求

め
ら
れ
る
能
力
）
の
策
定
、
周
知

　

２
０
２
１
年
７
月
～　

�

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
制
度
の
策

定
、
公
正
な
人
事
考
課
の
実
施
に
向

け
た
考
課
者
研
修
の
開
催

　

２
０
２
１
年
10
月
～　

�

研
修
の
受
講
や
面
談
等
を
通
し
た
職

員
の
意
識
改
革
、
能
力
開
発
支
援

　

２
０
２
２
年
４
月
～　

公
正
な
評
価
・
登
用

　

�

目
標
２
：
嘱
託
職
員
か
ら
正
規
職
員
（
業
務
限
定

　

特
定
正
職
員
）
へ
の
転
換
（
登
用
）
者
を
年
間
１

　

名
以
上
と
す
る
。

〈
取
組
内
容
〉

　

２
０
２
１
年
６
月
～　

登
用
に
関
す
る
要
綱
の
制
定

　

２
０
２
１
年
10
月
～　

�

職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
意
向

把
握

　

２
０
２
１
年
11
月
～　

登
用
試
験
の
実
施

　

２
０
２
２
年
４
月
～　

正
規
職
員
に
転
換

女
性
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行

動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
カ
月
、
特
に
桜

ふ
れ
あ
い
の
郷
は
新
築
オ
ー
プ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
各
施
設
等
で
目
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
を
お
過

ご
し
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
か
た
ら
い

九
十
八
号
の
刊
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
も
徐
々
に
増
え
、
安
心
で

き
る
生
活
へ
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
皆
様
の
マ
ス
ク
無
し
の
あ
り
の
ま
ま

の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
・
・
・

残
り
わ
ず
か
で
あ
ろ
う
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
期
間
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
皆
さ
ん
は
「
時
間
栄
養
学
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ヒ
ト
の
体
に
は
二
十
四

時
間
周
期
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
「
体
内
時
計
」
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
体
内
時
計
を

調
節
す
る
因
子
と
し
て
食
事
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
生
活
の
中
で
起
こ
る
体
内
時
計
の
乱
れ
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
に
は
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
や
朝
食
の
摂
取
が

重
要
で
す
。
ヒ
ト
の
体
は
適
切
な
時
間
に
朝
食
を
摂

取
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
間
を
活
動
開
始
時
刻
で
あ

る
と
認
識
し
ま
す
。

　
朝
食
の
欠
食
は
学
力
や
運
動
能
力
の
低
下
、
や
る

気
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
る
よ

う
に
、
一
日
を
気
持
ち
よ
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め

に
朝
食
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
朝
食
に
よ
る
体
内
時
計
の
リ

セ
ッ
ト
に
は
炭
水
化
物
と
た
ん
ぱ

く
質
の
摂
取
が
必
要
で
す
。
朝
食

を
食
べ
る
習
慣
が
な
い
方
は
お
に

ぎ
り
一
つ
か
ら
で
も
良
い
で
し
ょ

う
。
毎
日
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
！

朝
ご
は
ん
、
食
べ
て
い
ま
す
か
？

生
き
が
い
健
康
部
　

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
実
施
を
見
送
っ

た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
２
１
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
」
は
四
月
二
十
日

か
ら
約
一
カ
月
間
、
十
六
種
目
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

各
競
技
に
参
加
し
た
選
手
が
、
全
国
大
会

を
目
指
し
て
、
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
た
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
で
は
、
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
六
部
門

に
合
計
百
九
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
一
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
各
賞
の
選

考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
六
月
二
日

か
ら
六
月
六
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て

と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
全
作
品
の
展
示
を
行
い
、

六
百
人
を
超
え
る
方
々
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
十
二
点
と

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
で
選
抜
さ
れ
た

十
八
種
目
の
選
手
の
方
々
は
、
栃
木
県
の
代

表
と
し
て
、
十
月
三

十
日
か
ら
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
健

康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

に
参
加
す
る
予
定
で

す
。

　

栃
木
県
の
選
手
団

の
皆
様
の
全
国
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
が
い
健
康
部
　  

　

六
月
五
日
（
土
）
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
は

「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
」
健
康
づ
く
り
Ｄ
ａ
ｙ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
フ
ェ
ス
」
と
い

う
名
称
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県
民
の
皆
様
に
コ
ロ

ナ
禍
で
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に

取
り
組
む
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
、

開
催
内
容
や
名
称
を
変
え
て
の
開
催
に
至
り
ま

し
た
。

　

栃
木
県
健
康
管
理
士
会
会
長
の
佐
久
間
辰
雄

氏
に
よ
る
講
演
を
始
め
、
健
康
づ
く
り
体
験

レ
ッ
ス
ン
、
骨
密
度
測
定
、
施
設
の
生
産
品
販

売
の
他
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
を
同
時
開
催
す
る

な
ど
、
各
種
催
し
物
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 「

と
ち
ぎ
健
康
の
森
」
健
康
づ
く
り
Ｄ
ａｙ

  

～
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
管
理
～

ダンススポーツ交流大会の様子

「コロナ禍における健康づくり」
～免疫力がコロナを抑える～
栃木県健康管理士会会長
　　　　　　佐久間 辰雄　氏

健
康
づ
く
り
課
　

　

と
ち
ぎ
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル

は
、
栃
木
県
に
よ
り
特
定
天
井
落
下
防
止
対
策
工

事
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
化
工
事
が
実
施
さ
れ
、

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
三
十
日

ま
で
休
館
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
無
事
に
工
事
が
完
了
し
、
七
月
一
日

か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
休
館
中
は
、
利
用

者
の
皆
様
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
心
苦

し
く
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
が
完
了
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
安
全
な
プ
ー
ル
と
し
て
安
心
し
て
ご
利

用
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
工
事
で
、
天
井
は
膜
天
井
に
改

修
し
、
場
内
の
照
明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
外
見
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、

膜
天
井
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
天
井
の
落
下
の

危
険
性
が
な
く
な
り
、
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
期
待
さ
れ
、

安
全
と
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
消
毒
、
換
気
、
利

用
人
数
の
上
限
な
ど
を

設
け
、
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も

安
心
し
て
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
環
境
を

整
え
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
是
非
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
も
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

と
ち
ぎ
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 

プ
ー
ル
営
業
再
開
に
つ
い
て


